
 

 

 

 抗日の英雄・林謀盛 

林謀盛は 1909 年、中国福建省で生まれた。16 才の時シンガポール

に来てラッフルズ学園で学んだ。その後、香港大学を出て父の家業を継ぎ

実業家となった。1941 年 12 月 8 日, 日本軍がマレー半島に上陸する

とシンガポールの英国総督トーマスはチャンギー監獄に収容されていた

マレー共産党の幹部を釈放し、抗日義勇軍をつくらせた。林謀盛はその隊

長に推されたのである。彼は共産党員ではなかったが、中国の国共合作の

線に沿い統一抗日組織ができたのである。義勇軍(約 1000 名という)は

連日現在の南洋中学のグランドで猛訓練をうけ、日本軍のシンガポール総

攻撃の時、特にブキテマ高地の激戦において勇敢に戦った。 

 

 “万才”叫ぶ日本の新聞 

読売新聞は左のように伝え、日本の津々浦々でち

ょうちん行列が行われた。プキテマのフォード自転

車工場で山下、パーシバル会談が行われ英軍は降伏

した。マレー作戦が日本にもたらした被害はジョホ

ール陥落までの 55日間で戦死者 1535名、 戦傷

2257名、シンガポールの7日間で戦死1713名、

戦傷 32 78 名であった。だが、最大の被害者はい

うまでもなくシンガボールの人々であった。 

日本は戦勝に酔い、代表的な詩人高村光太郎でさ

え、「われは義を護るといひ/かれは利の侵略といふ」

とうたって日本の立場を正当化しようとした。 

 

大虐殺 

悲劇は 2 月 19 日の大日本軍司令部(山下奉文司令

官) 布告に始まる。「昭南島」(2 月 16 日、こう改め

られた)在住華僑 18 才以上 50 才までの男子は来る

2 月 21 日正午まで左の地区に集結すべし。アラブ街

及びジャランブッサ広場。リバーバリー路南端広場

…(以下略)。右に違反する者は厳重処罰さるべし」。日

本軍の「厳重処罰」は死刑を意味していた。こうして

集められた中国人は 20万人以上に及び、中には命令

が不徹底で老人婦女子まで狩り出した部隊もあった

という。検問もいいかげんで、「腕に入れ墨のある者」

とか「名前を英語でしか書けない者」は抗日分子とみ

なされたという。チャンギーポイント、ポンゴール海岸、セントサ沖などが虐殺の現場となった。今だにそ

の正確な数さえわかっていない。日本軍は 5 千人と発表したが 5万人ともいわれている。 
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抵抗・陥落・大虐殺(5千人～5万人) 

シンガポール陥落を伝える読売新聞 1942.2.16 
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